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事務局（丸山

課長補佐） 

ご意見ありがとうございます。このことにつきましては事務局で

検討させていただきたいと思います。ありがとうございます。 

副議長（竹内

副会長） 

健康推進総合計画期間のことですが、計画期間を１２年間、近

隣の市町が１２年間、それは参考にはなると思います。６年目に

中間見直しをするということですが、この１２年間を通してその

計画立てることで何か効率化が図られるということなのか。 

自分が思うには、１２年間は、かなり長くて審議会メンバーも

変わったり、行政の感性も変わったりして、申し送りはあるかも

しれません。ですが、例えば５年ごとに１回、もう一度計画後の

評価をして、上位指針である国の健康２１が変わらなくても、次

の５年後の目標というのは、市であれば小回りが利くように、５

年で区切って、不必要なものは削除する、必要なものは追加する、

目標が達成できないものは継続する、継続努力すると。そのよう

なことをきちんと見直す機会としては、１２年間の中間である中

間見直しで行うということですね。どの会議でもありますが、曖

昧なまま進められてしまい、達成できないのは次の３年に持ち越

ししましょうと、達成できなくても、評価しなくても許されてし

まうことがあります。小回りを利かせるのであれば、計画期間は、

５年間で区切った方が良いのではと思います。 

先ほど質問したのは、その１２年間を一貫してその計画立てる

ことによって余分な事務作業が減るとか、そういったことがはっ

きりしており、中間見直しに関して明確に行うとか、そのような

ところに力を入れて行う、そういうことをして行えれば良いと思

います。 

事務局（丸山

課長補佐） 

この計画を１２年間にした時に、前期計画、後期計画と６年間

ずつに分けて、それを合計して、１２年間としております。 

前期計画の結果として、計画後、６年目に、中間評価として、

今回、ご審議いただいておりますと同様の手順で、市民アンケー

トを取り、進捗評価をして、後期計画に対し、必要な改善計画を

作成して、進捗してまいりたいと考えております。実質６年間で、

１年伸びるようなイメージでいただければと存じます。それによ

り、何か不都合なことは起きることはないものと考えております。 

副議長（竹内

副会長） 

ご検討いただいた中間目標の設定ですが、今、時代の動きが早

くなっています。例えばこの間のコロナ等のようなことがあった

りすると、社会情勢が、一転するような状況が起きるので、その

６年間の中でも見直しを図らなければならない項目等必ず出てく

ると思いますし、諸団体を引き受けて代表しているような立場と

して、その計画である６年間というのはかなり長いと思います。 














